
まえがき＝現在使用されている数万種に及ぶ化学物質
は，少量多種，広域，長期，複合，蓄積といった特徴を
もち，環境と健康への影響や災害は古擢

本稿では，これらの取組みに不可欠な分析技術につい
て，とくにわが国の有害大気汚染物質のモニタリングに
応用されている技術

3）を中心に，その現状と問題点を述
べ，当社の取組み状況についても紹介する。

1．有害大気汚染物質

環境庁大気保全局の中央環境審議会の大気部会と小委
員会が平成 7年 9月より，今後の有害大気汚染物質対策
のあり方について審議し，平成 8年 1月に答申がおこな
われた2）。答申に至る審議過程では，化学物質の有害性
評価とわが国の大気汚染の状況から，約 300匟 物質がリ

� の 仃 拐 状 価 ⅺ 環謹ではの条件に
連日繰り返し暴露されても健康に悪影響を受けない値と
されている

4）。なお，上記モニタリング対象物質のうち，
ベンゼン，トリクロロエチレンおよびテトラクロロエチ
レンの 3物質については，優先的に対策を講じるべき物
質として，最近，環境庁より大気汚染に係わる「環境基
準」が告示されたので，第 2表にその基準値と指定さ
れた分析方法を示す5）。

2．分析方法の概要

∵
が重要となる。
有害大気汚染物質の分析では，対象物質は有機および

Chemical Substance
TWA（Time Weighted Average

Concentration for 8 h） mg/m3

Dichloromethane
Chloroform










